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■ 一般名処方加算、外来医薬品使用体制加算の診療報酬上の特例措置 

  ※算定される医療機関様のみ 

 

医薬品の供給が不安定な状況を踏まえ、患者への適切な薬剤の処方や、保険薬局

の地域における協力促進などの観点から、令和５年４月１日から令和５年１２月３１日

までの間、一般名処方加算と外来医薬品使用体制加算に経過措置が設けられまし

た。 

 

【令和５年４月１日から令和５年１２月３１日まで】 

 

尚、上記加算を算定する場合に、以下の施設基準の要件が追加されました。 

 

●一般名処方加算 

薬剤の一般的名称を記載する処方箋を交付する場合には、医薬品の供給状況等を

踏まえつつ、一般名処方の趣旨を患者に十分に説明することについて、当該保険医

療機関の見やすい場所に掲示していること。 

 

●外来後発医薬品使用体制加算 

（１）外来後発医薬品使用体制加算に係る届出を行っている保険医療機関であること。 

（２）医薬品の供給が不足した場合に、医薬品の処方等の変更等に関して十分な対

応ができる体制が整備されていること。 

（３）（１）及び（２）の体制に関する事項並びに医薬品の供給状況によって投与する薬

剤を変更する可能性があること及び変更する場合には患者に十分に説明するこ

とについて、当該保険医療機関の見やすい場所に掲示していること。 

 

 

※施設基準の要件につきましては、各医療機関様にてご確認ください。 

 

※日医標準レセプトソフトにて施設基準の設定変更を行うことで、 

従来の加算に置き換わり、経過措置が自動算定されるようになります。 

２～４頁の自動算定の設定手順をご参照下さい。 

 

 

 名称 点数 

120005470 一般名処方加算１（処方箋料）（経過措置） ９点 

120005570 一般名処方加算２（処方箋料）（経過措置） ７点 

120005170 外来後発医薬品使用体制加算１（経過措置） ７点 

120005270 外来後発医薬品使用体制加算２（経過措置） ６点 

120005370 外来後発医薬品使用体制加算３（経過措置） ４点 
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＜ 自動算定の設定手順 ＞ 

１．業務メニューより ９１ マスタ登録 を選択します。 

２． １０１ システム管理マスタ を選択します。 

３． 管理コード欄に「１００６」と入力し Ｅｎｔｅｒ を１回押します。 

管理コード欄に 施設基準情報 がセットされます。 

４． 選択番号欄で Ｅｎｔｅｒ を１回押し、有効年月日の終了日「９９９９９９９９」を 

 ＢａｃｋSｐａｃｅ で消し、「５０５０３３１」と入力し、 Ｅｎｔｅｒ を２回押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 施設基準の画面が開きますが、何も変更せずにそのまま 確定（Ｆ１２） を選択し、

「登録処理をします」と表示されますので ＯＫ（Ｆ１２） を押します。 
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６． システム管理情報設定画面に戻りますので再度、管理コードに「１００６」を入力し 

 Ｅｎｔｅｒ を２回押します。管理コード欄に 施設基準情報 がセットされます。 

 

７．選択番号に表示された数字を空白にして Ｅｎｔｅｒ を押します。 

有効年月日の開始日に「５０５０４０１」と入力し、終了日は空白（９９９９９９９９） 

のまま Ｅｎｔｅｒ を３回押し、次の画面に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．選択コードに「９９３」と入力し Ｅｎｔｅｒ を押します。 

「医薬品安定供給問題特例措置（自動算定）」フラグを「１」に設定すると 

施設基準が青色に変わります。 
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９．設定後、 設定分（Ｆ１０） を押すと現在設定している施設基準が表示されます。 

  内容をご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０． 確定（Ｆ１２） を押して ＯＫ（Ｆ１２） を押すと登録終了です。 

 

１１． 戻る（Ｆ１） を数回押して業務メニューまで画面を戻します。 
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■ 外来後発医薬品使用体制加算の算定目安     ※院内処方の診療所様のみ 

「外来後発医薬品使用体制加算」について、目安となる割合を算出した帳票を出

すことができます。帳票の出力手順は下記の通りです。 

尚、施設基準の要件に関しては各医療機関様にてご確認下さい。 

 

＜ 割合算出の手順 ＞ 

１． 業務メニューより ５２ 月次統計 を選択します。 

２． 空欄になっている番号のあるページまで、 次頁（Ｆ７） を押します。 

空いている番号の四角ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．空いている番号を押した後、下図のように表示されますので、５０番目の 

「後発医薬品数量シェア（置換え率）」をクリックし、 確定（Ｆ１２） を押します。 

（※画面右部の登録済に◯が付いている場合は、既に帳票メニューが作成されて

おりますので 戻る（Ｆ１） を押して手順４に進んで下さい） 
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４．「後発医薬品数量シェア（置換え率）」にチェックを入れ、「診療年月」の枠内に 

集計したい年月を入力し、 Ｅｎｔｅｒ を押します。 

このとき、入力した診療年月までの直近３ヶ月間を集計します。 

（例：Ｒ５．３と入力すると、令和５年１月～令和５年３月を集計します） 

 処理開始（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．確認画面が表示されますので、印刷する場合は 印刷する（Ｆ１２） 、 

画面で確認する場合は プレビュー（Ｆ１０） を押します。 
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下図のような帳票が発行されます。 

※この帳票はあくまでも目安の数値になりますので予めご了承下さい。 

※下図は例となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カットオフ値とは・・・ 

「後発医薬品のある先発医薬品の数量＋後発医薬品の数量」を「全医薬品の数量」

で割った値のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


